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(Ⅰ) 鰭 - 諭
第1報に於て低分子量の石炭酸樹脂に適当な粘度と流動性質を附与せしめるためにWalnut-ShJel
Flourを添 加 した接着剤につき､増量割合と接着九 促進剤添加量と接着九 ClosedAssembly






(A) POResin;第 Ⅰ報 (丑)項に於てのべた場合と同じ､















































本実験に於てはWheatGluten.SoybeanMeal,Corn Mea1-後者の二つのMeal ほ100メッ シュ
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あるo 而して玉置家中にはア)i,コール可溶性の蛋白即ち Zeinの含有量が割合に多い｡此の Zeir)
は小麦中に含くまれる Gliadin と同様に蛋白謬着割中最も高い接着力j=耐水性を有しているO 本
実験に於てはアセ トン抽出しか 斤謂脱脂 CornMealを用いたからその主成分は固澱粉であるため
SoybeanMealを用いた場合に比し耐水性は甚だ悪かった｡然し塗布性は SoybeanMealに比し
良好であった｡
(C) WheatGluten一小麦中には約10%'位の蛋白が含くまれ前述の如 く玉萄黍中の Zeinと同様
最も接着力の高い蛋白腰着剤である｡而して本実験に於ては小麦の粉末に水を加えよく瑳控し餅状
となし此を布に包んで流水に浸漬して澱粉を除去した残部即ち WheatGlutenを用いた｡
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(B) CorⅠlMeaユを増量剤として用いた場合｡


























Ⅶ 試 験 結 果 並 び に考 察 ､
(A) SoybeanMealを増量剤として用いた場合







TestCondition A,Fomula B.Formula l C.Formula
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本実験は Table4に示すGlueFormulaによって調製した接着剤を用いて行ったo試験結 果 は
Table6,Table7及び Fig2に示す様である｡ノ
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本実験は Table3に示す GlueFormulaによって調製した接着剤を用いて行った｡試験 結 果
は Table9,及び Fig3年こ示す様である｡
以上 Table9,Fig3に示す様に単板含水率6%の場合の方が接着力は良好である｡この結果W･Z･
DI.SON 氏,J.DEI,MONTE氏 の報告と一致している｡ 周含水率6%の場 合 F.Formulaの 様 に
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本実験は table4に示す GlueFormulaによって調製した接着斉陀 ノかい て行 つ 長｡ open
AssemblyTimeは 5,15,30,60分と変えた｡
試験結果は Fig.4に示す様である｡
即ち図表に見る様に接着力と OpenAssemblyTinle との関係は明確セないが緒に RT,45,
- 49--
















? ? 〜 ?
? ? ? ?
? ? ? ?
? ??
??? ? ?








30 60 0515 30 60
D.ForlPtlaによって 調
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られす,反って木部破断率が何れも減少した｡即ち促進剤添加量が多くなる時は "Glue Line の




































4.蛋白物質増量石炭酸フォ ルムアルデヒド樹脂接着剤は G`ap-Filing"性質を有する｡ そして最
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moisturecontentofveneer;about6%
amountofaccelarater;0-5%
(5)Formulascontainingresin arld protein meterialsintheratioof5:3giverapid-curing
gluelineswhichmeettheestablished standardsforexterior-gradeplywoodwithacon-
siderablesavingingluecost.
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